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「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
計
画
に
つ
い

て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
リ
ニ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
の
４
回
目
と
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
委
員
会
幹
事
会
の
取
り
組
み
状
況
と
く

ら
し
の
知
恵
創
作
展
の
リ
ニ
ア
賞
受
賞
作

品
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

幹
事
会
は
、
９
月
ま
で
に
３
回
開
催
さ

れ
、
策
定
委
員
会
と
同
一
団
体
か
ら
選
出

さ
れ
た
実
務
者
に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
第
２
回
か
ら
は
、
産
業
部
会
と

ま
ち
づ
く
り
部
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
、
リ
ニ
ア
の
波
及
効
果
を
活
か
す

た
め
に
ど
ん
な
準
備
が
必
要
か
、
そ
し
て
、

開
業
後
、
実
際
の
波
及
効
果
を
活
か
し
て

ど
ん
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
と
い
う
視

点
で
、
議
論
・
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
分
野
の
ご
意
見
（
一
部
）
は
表
の
と

お
り
で
す
。

　
　

月
の
幹
事
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

10
の
議
論
・
検
討
事
項
を
と
り
ま
と
め
、
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
へ
の
提
案
を
考
え
て

い
ま
す
。

幹
事
会
の
取
り
組
み
状
況
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
す
る

こ
と
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

上
記
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。

　幹事会での各分野に対するご意見（一部）

・・豊かな自然、街道文化、伝統文化、伝統産業、人柄のよさ、日本

の真ん中など他地域に伝えたい市のイメージを示す。
 全　体

・・市の農産品を生産から加工・販売まで一貫体制によって市の農業

の活性化を図る。（６次産業化）

・・農業の集約化により効率化を図っていくことが重要。

１．農業

・森林の持つ多面的機能に着目し、観光と連動した取り組みを行う。２．林業

・・リニアのもたらす人的交流に着目し、当地に興味を持つ企業を把

握する必要がある。

・・東濃地域の地盤の強さをＰＲすることが産業誘致に有効。

３．工業

・・市の独自性を活かして中心市街地の賑わいを高めるべき。

・・まちなかの商品に特徴をだし、駅の物産コーナーなどと棲み分け

を行う。

４．商業・

　 サービス業

・・観光資源を磨き上げ、首都圏に対して市の認知度を高める。

・・市内を回遊出来るような仕掛けが必要。新たな開発ではなく、今

あるものを磨き、足を運んでいただくことが重要。

５．観光

・・「日本一」をキーワードとして、栗きんとんなど中津川のブラン

ド力を高めていく。
６．地場産品

・・残すべきもの、守るべきものを明確にし、行政が示す基本的なル

ールと地域別のルールを定めて守っていく。
７．自然環境

・・市ゆかりの文化人や現在に残る伝統文化を多くの人に広め、観光

との組み合わせも図りながら情報発信していく。
８．歴史文化

・・小中学校の教育環境整備や大学などの誘致に取り組み、市の教育

レベルを向上させていく。

９．人づくり・

　 人育て

・・開業に伴い関連企業や研究機関の立地が期待されるが、単身赴任

ではなく、家族とともに移住してもらうことが重要。

10．住宅・

　 住まい方

・・医療・保育など、若い世代・子育て世代に光をあてた取り組みや

地域の人自ら関わっていく仕組みを構築する。
11．安全・安心

・・駅周辺の自然は当地の象徴として残しながら、リニア駅と幹線道

路のアクセス利便性を高めるべき。
12．基盤整備

部会での議論の様子
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分
の
間
に
会
場
入
口
で
受
付
を
お
願

50い
し
ま
す
。

　

（
定
員　

人
程
度
・
先
着
順
）
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リ
ニ
ア
賞
決
定

　

リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
ま
ち
づ

く
り
推
進
市
民

の
会
で
は
、
将

来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
リ

ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
広
報
活
動
の
た
め
、
今
年
度
よ
り

創
作
展
に
お
い
て
リ
ニ
ア
賞
を
創
設
し
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
敬
称
略
】

☆
リ
ニ
ア
大
賞
（
１
名
）

　

杉
山　
 
友  
梧 
（
東
小
４
年
）

ゆ
う 

ご

☆
リ
ニ
ア
賞
（
９
名
）

　
 
新  
川  
虎  
汰  
朗 
（
杉
の
子
幼
年
中
）

し
ん 

か
わ 

こ 

た 

ろ
う

　

鈴
木　
 
陽  
晴 
（
杉
の
子
幼
年
長
）

よ
う 

せ
い

　

中
村　
 
彰 

し
ょ
う 

汰 
（
東
小
１
年
）

た

　
 
内  
木 　
 
理  
奈 
（
加
子
母
小
３
年
）

な
い 

き 

り 

な

　

小
池　
 
陸  
斗 
（
東
小
４
年
）

り
く 

と

　

小
林　
 
健 

け
ん 

丈 
（
坂
本
小
４
年
）

じ
ょ
う

　

長
谷
川 
直  
輝 
（
下
野
小
５
年
）

な
お 

き

　
 
氷  
室 　
 
和  
亮 
（
落
合
小
６
年
）

ひ 

む
ろ 

か
ず 

あ
き

　

鈴
木　
 
涼 

り
ょ
う 

太 
（
阿
木
中
１
年
）

た

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
ど
れ
も
未
来
へ
の
発
想
や

ア
イ
デ
ア
や
工
夫
に
溢
れ
、
力
作
揃
い
で

し
た
。（
関
連
記
事　

ペ
ー
ジ
）
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リニア大賞受賞作品
『プラリニア』




